
平 成18 年 度 財 政状 況  

一国家公務員共済組合－  

1．収支状況  

2．給付状況  
（1）受給権舌鼓、年金総垣、退職年金受給権者平均年金額および平均加入期間  
（2）退職年金受給権者（退年相当）の年齢構成  

3．組合員状況  
（1）組合長数・組合良平均年齢・標準報酬月額の平均、棟準報酬月魚総額、標準報酬総額等・  
（2）組合員の分布  

（3）標準報酬月額等級の分布  

4．積立金の運用状況について  

5．財政再計井における将来見通しとの比較  
（1）収支状況の比較  

（2）組合員数及び受給者数の比較  
（3）財政指標の比較  

国家公務員共済組合連合会 平成18年度財政状況の概要   

1．収支状況  

平成14年産   平成15年度   平成16年度   平成17年産   平成18年度   前年反との比較  
（伸び率％）   

億円   億円   億円   億円   虎円   せ円  
収入総額  20，956   21，0（；4   2l．234   21，845   21，521  △  324 （△l．5％）  

（疇■ベース注   20．625）  絹■ペース注  22，063）  鳩■べ一ス注  21，527）  （時■ベース注  24，424）  （時■ベースユ 21．435）  （△ 2，g89）（△12．2％）  

収                                                       保険料   10，130   10，231   10，218   10，290   10．333   43 （  0，4％）  
国庫・公経済負担   1．312   1，433   1．525   1．589   1，622   33 （  2．1％）   
追加費用   5．326   5，187   4，918   4，702   4．569  △ 133 （△ 2．8％）  
入                    運用収入   2．169   2．358   2。109   2，423   2，607   184 （  7．6％）  

（正畦運用収入  2．088）  （正株運用収入  2．283j  （正曝耳用収入 l．998）  （正曝書用収入  2，0（け）  （正♯書用収入  2，589）  
（鞠鐘ベースミ  1．757）  （鴨■ベース注  3，282）  （鴨■べ一ス注   2，29l）  （時■ベース注   4，641）  （晴■ベース注   2，503）   

基礎年金交付金  1，935   1，833   1，729   1，640   △  88 （△ 5．4％）            1，552  
財政調整拠出金収入  708   1．172   808  △  365 （△3l．11）  
その他   23   23   26   29   30   1（  4．4も）   

支出総額   20．709   20．873   21，138   21，299   20，963  △  336 （△1．6％）  
支  
給付費   16，852   16．＄49   16，7了9   16．693   16．686  △   6 （△ 0．0％）   
基礎年金拠出金   3，719   3，898   4，192   4，201   4．210   8 （  0．21）  
出                    年金保険者拠出金   22   40   28   31   0 （ 1．Ol）  
その他   115   86   139   3了4   35  △  338 （△90．5も）   

収   支   残  247   191   96   546   558   12 （  2．21）  
絹■ベース丘  △ 84）  （時書ペース註  1．柑9）  （時■ベースき  389）  （時tベース注   3，126）  礪■ペース注   4了2）  （△ 2，653）（△84．9ち）   

年度末積立金  86．747   86，938   87，034   87．580   88，137   558 （  0．6％）  
（時■ベース注  86．986）  鳩■ベース才 88，175）  ㈹■べ一ス琵  隠564）  （特tベースま 91，690〕  （時■ベース注 g2．162）   （472）（  0．5≠）   

積立金連用制回り  2．45l   2．68％   2．35l   2．43％   3．021  0．59％  
（特■ベース茸 2．05％）  〔噌■ベース壇  3．84l）  礪■ベース珪  2．65％）  （時■ベースま 5．36％）  （鴫■ベース珪  2．了g％）  （△ 2．5了％）   

特 記 事 項  

注1 疇■ペースの靂用咽入は、正味運用収入（壬用暇人から■■鉦葬棄却■嶋の■用を■じた収益傭）に年度末≠立会鋼の欝■＃益の増■分を加■して推計した参考書である。  

同榊に、鴫■ベースの収支残は、年度末積立金温の■■れ益の■■分を加1して暮出した蓼青tである。なお、疇■ベースの遍用利回りとして、上巳の鴫■ベースの■用収入を▲にした傭正総合利個りを計上している。  

注2 平成18年魔の財政1整♯出金収入のうち、財政■整Aは全疇の808愴円である。（†財敵1亜Aは†■用負担平準化のための財政■壬襖出金j、財政■鞋Bは「年生絶何に支■を来さないための財政■整拠出金」である。）  
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国家公務員共済組合の収支状況の概略図（平成18年度）  

公経済及び事業主としての国  

地方公務員共済組合  

公経済負担金（1，622億円）  

及び  

追 加 費 用（4．5（；9億円）   財政儒整拠出金収入   

（808億円）   

組合員及び事業主   

（標準報酬総額：70．337億円）  

保険料収入  

（10，333億円）  

年金保険者拠出金   

（31億円）  

厚 生 年 金  

給 付 費  

（16．686億円）  基礎年金交付金  

（1．552億円）  

基礎年金勘定  

ー2－  

2．絵付状況  

（1）受給権音数、年金総額、退暮年金受給穐寺平均年金額及び平均加入期間  
平成ほ年3月兼  平成16年3月末  平成t7年3月末  平成柑年3月末  平成柑年3月兼   1腋年度との比軒   

＝ ニ   

ll  

（注）その愴は、舶■絵付及び公♯災書飴付である。  
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平成15年3月末  平成16年3月末  平成1丁年3月末  平成18年3月末  平成柑年3月末   前年度との比較  
（伸び率％）   

千人   千人   千人   千人   千人   千人  
人   計  131   128   126   123   120  △   3（△ 2．4％）  

薫  131   128   126   123   120  △   3（△ 2．4％）  

額  遇毛相当・通過相当  
支  億円   億円   億円   佳円   億円   億円   
絵  金  計  2，499   2．391   2，294   2，216   2，140  △   76（△ 3．4％）  

総  2，499   2，391   2，294   2，216   2，140  △  76（△ 3．4％）   

綾   
千人   千人   千人   千人   千人  

人  計  
増  
額  通毛相当・通過相当  
支  億円   億円   億円   億円   億円  
給  計  
総  
額  

毛l音・遺書年金平均年金月額   円   円   円   円   円   円  
（老齢相当・退年相当）   188，413   184，669   179，06了   176，827  174，100  △ 2，727（△1．5％）  
r減頴支給されたものを  円  円  円   円   円   円  
幅いた平均年金月蝕  196，423   192．334   185，765   183．118   

男  円  円  円  円  円  円  
平均年金月綾  159，086  155，315  152．207  150，628   

上I己の老l‡・退■年金平均年  円  円  円  円  円  円  
21（；，062  213．447  209．288  209．025    207．g65  

女  
■上げ・■下げ支給を選択した毒 円  円  円  円   円   円  

227．g41   224，g77   224，233  222，729  221，013  △1，716（△ 0．8％）  
Lシ、ない舌を除外した平均年金額  

毛l旨・退職年金平均加入期間  月  月  月   月   月  
（老齢相当・退年相当）   417   418   419   420   421   1（ 0．2％）  
通老・通過年金平均年金月額  円  円  円  円  円  円  
ノゝ 【コ  41，258  36】834  32，203  29，446  26，855  
欄卜頼支給されたものを  円  円  円  円  円  
除いた平均年金月額  
よ額支給されたものの  円  円  円  円  円  

書十  
通老・通過年金平均加入期間  月  月  月  月  月  月  
（通老相当・通過相当）   1日   107   g9   g3   89  △   4（△ 4．3％）   

－4－  

平成15年3月末  平成16年3月末  平成17年3月末  平成18年3月末  平成19年3月末   前年度との比較  
（伸び率％）   

老齢・退職年金平均年金月額  円  円  円  円  円  円  
（老齢相当・退年相当）  193，588  189．770  183，892  181．603  178，793            △ 2，810（△1．5％）  
減額支給されたものを  円  円  円  円  円  円  

除いた平均年金月額  201，788  197．587  190，651  187．926  184，544            △ 3．382（△1．8％）  
男  円  円  円  円  円  円  

平均年金月蝕  163，731  159，984  156，89了  ほ5，357  153，843            △1，514（△1．0％）  
毛l毒・退■年金平均加入期間   月  月  月  月   月   月  
（老l毒相当・退年相当）  421  422  423  424   425   l（ 0．2％）  
遺老・通過年金平均年金月額   円  円  円  円  円  円  

（遇老相当・通過相当）  38．642  33，961  29，268  26－535  24，031            △ 2，504（△ 9．4％）  

減額支給されたものを  円  円  円  円  円  円  

性  
よ額支給されたものの  円  円  円  円  円  円  

平均年金月額  

逓老・通退年金平均加入期間  月  月   月  月  
（通毛細当・通退相当）   107   g8   90   85   80  △  5（△ 5．9％）   

毛l害・退■年金平均年金月額  円  円  円  円  円  円  

（老齢傭当・退年相当）  160，957  157，888  153，943  152，244  150，075    △2，169（△1．4％）   

農額支給されたものを  円  円  円  円  円  円  

除いた平均年金月額  168．170  164，933  160，452  158，468  △2．570（△1．6％）                      155，898  

女  円  円  円  円  円  円  

平均年金月額  133，了36  130，162  12了，289  125，888  124，618     △1，270（△1．0％）  

老齢・退■年金平均加入期間  月  月  月  月  月  月  

性  

（毛■旨相当・退年相当）  398  399  401  402  403  1（  0．2％）  
通毛・通退年金平均年金月額  円  円  円  円  円  円  

（通老相当・通過相当）  49，232  46，627  43，632  41，886  39，947  

減額支給されたものを  円  円  円  円  円  円  

除いた平均年金月額  
減額支給されたものの  円  円  円  円  円  円  
平均年金月額  

遇老・通過年金平均加入期間  月  月  月  月  月  月  
（通老相当・通過相当）  137  134   132   130  128  2（△1．5％）   
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平成14年度  平成15年度  平成16年度  平成17年度  平成18年度   前年度との比較  
（伸び率％）   

老♯・退職年金平均年金月額  円  円  円  円  円  円  
男  154，142  148，006  130，466  129，379  126，812  

走・退職在書針）  

女  円   円   円   円   円  
除いた平均年金月額  130475  △ 2574（△ 20％）  

円 lコ  円   円   円   円   円   円  
平均年金月額   110．946   98．215   118，488   112．365   121，742   9．377（  83％）  

書十  月   月   月   月   月   月  
（加入期間20年以上の新規載  431   432   436   436   434  △  2（△ 0．5％）   
走■退職在書計）  

老齢・退職年金平均年金月額  円  円  円  円  円  円  
（加入期間20年以上の新規裁  156，933  151，383  133，550  132，627  129，785  

男  

減額支給された●ものを  円  円  円  円  円  
除いた平均年金月額  156．983  151，418    133，562  132，638   129787             △ 2．851（△ 2．1！も）  
減額支給されたものの  円  円  円  円  円  

性  111．598  103，125  118，093  111，142  124，858  13．716（ 12．3％）  
老齢・退職年金平均加入期間  月   月   月   月   月   月  
（加入期間20年以上の新規戴  433   434   439   438   437  △   1（△ 0．2％）   
定・退書在職針）  

老齢・退職年金平均年金月額  円  円  円  円  円  円  

（加入期間20年以上の新規裁  136．898  129，095  112，273  111，487  108．138  
女  

減額支給されたものを   円   円   円   円   円   円  
除いた平均年金月額   136 946  108143  △ 3340（△ 30％）  
減額支給されたものの   円   円   円   円   円   円  

性  108．340   88．396   122，042   116，472   90．583  △ 25．889（△ 22，2％）  
老齢・退書年金平均加入期間  月   月   月   月   月   月  
（加入期間20年以上の新規裁  423   420   421   420   415  △  5（△ 1．2％）   
定・遺書在書針）  

特 記 事 項  

吏される年金■がこの鏑を上回るまで、みなし従前♯保■を書用される書は、鞭法遼】■共演年金の年金■がこの■を上回るまで．据えtかれた年金■が支  
l色されることとなる。  
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平成15年3月末   平成1（〉年3月末   平成t7年3月末  平成18年3月末  平成19年3月末  前年度との比I交  
t●び串％）   

金  （老  当・遼  当1     t93588 円   189了70 円   183892 円  柑1603 円  1了8  7g3 円  △ 2810円 （△ 151）  
513 千人   521千人   528 丁人  530 千人  535 千人  5千人（  091）  

】■年金■の＃創－■を加暮した平均年金月額  222．022 円   219．  37（；円  2日．998 円  214．759 円  213．  634 円  △1．125円 （△ 0．51）  
26  010 円  117 962 円   108472 円  107467 円  105 681円   △1786円 （△ 171）  
1千人  1 千人   1千人   1 千人  0 千人   △0千人（△1861）  

鮪  50，903 円  50，713 円      △ 932円 （△ 1．81）  
重∴：：こ  2g．198 円  29，152 円      △ 394日 （△ 1．41）  

特  田  150 円  28  344 円  28．371円  27．602 円  27  142 円  △ 460円 （△ 1．71）  

131974 円   129 9も6 円   129027 円  128449 円  12480（i円   △ 3 643円 （△ 281）  
法  10 千人  11千人  12 千人   10 千人   14 千人  4千人（ 3g3†i）  
≠酬比例部分  125．275 円   125．496 円  125．700 円      △3．2‖円 （△ 2．61i）  
定額細分  3．1引 門   2．384 円  1．8了6 円     △ 315円 （△】6．81）  

金 分  1550 円   114711   8了3 円  了5（；円  △117円 （△1341）  
■  
残  213887 円   21210（；円   132309 円  131339 円  130499 円   △ 840円 （△ 061）  
・・＝・ ＝・   20 千人  17 千人   15 千人  △ 3千人（△ 川．91）  

男  難ポ比例部分  21千人          17 千人                        127．024 円  126，836 円  126．647 円   △189円 （△ 0．11）  
分  3，693 円  3，213 円  2．769 円   △ 4ヰ4円 （△13．81）  

23 641円   25468 円   1592 門  1290 円  匹  083 円  △207円 （△16．01i）  
暮■鐙舎■の鞭封書を加暮した平均年舎月■  213．928 円   212  151円  132．543 円  13】．601円  131  ．0（；9 円  △532円（△ す二了 

21824一 円   217  719 円  217 60（l円  21145了 円  210159 円   △1298円 （△ 061）  
み  22 千人   22 千人  20 千人   22 千人  21千人  △1千人（△ 461）  
な  国  ．985 円      125．432 円  125．了85 円  125，3了5 円   △ 410円 （△ 0．31）  
し  定鵬部分   69．850 円       65，309 円  58，858 円  58，082 円   △ 776円 （△ 1．31）  
ヰ  22412 円   24 596 円   2ti865 円  26814 円  2（i702 円   △112円 （△ 041）  
餉  円   217．758 門   217．649 円  211．糾1円  210．380 円   △1．261円 （△ 0．61り  
■  2日  857 円  21（；  128 円  216835 円  217334 円  2171gO 円   △144日 （△ 011）  

俣  20 千人  22 千人  22 千人   20 千人   22 千人  2千人（  841）  

絵  125．620 円  125．6g2 円  9一円 （   0．11）  

を   定額部分  67，183 円  65，310 円      △ 2．085円 （△ 3．21）  

■  19 4g4 円   2】734 円   24032 円  26332 円  28182 円  1850円 （   7．Ol〉  
用  円   216．875 円  217．374 円  217．368 円  △ 6円 （  0．81）  

さ  216092 円   213  398 円  215 705 円  217049 円  21（；746 円   △303円 （△ 011）  
性  18 千人   ‖‾■‖■ 22 千人   至 20 千人  △ 2千人（△ 691）  
分  了24   

舌   定額細分   73、005 円   70，535 円   69．16丁 円  67．349 円  65，242 円   △2，107円 （△ 3．tl）  
を  18 572 円   18 681円   20916 円  23180 円  25253 円  2073円 （  8gli）  
陰  円  217．08g 円  21（；．785 円   △ 384円 （△ 0．】l）  
く  172327 円   168  389 円  165478 円  163361円  161  032 円  △2329円 （△ 141）  

217 千人  228 千人   242 千人  259 千人  274 千人  15千人（  591）  
・三・■ L・：・  133．725 円  133．152 円  132．343 円   △ 809円 （△ 0．61）  
ご■ソ  24．967 円  23．657 円  22  ．345 円  △1，312円 （△ 5－51）  

円   194 円  6 786 円  6552 円  6  344 円  △208円 （△ 32l 
】■1■年金鯉の＃計暮を加■した平均年金月暮i  238  ．745 円  232  ．390 円  229436 円  22了．452 円  225．010 円   △ 2．442円 （△ 】．11ノ  

円    8 円  10720 円  210215 円  209035 円   △1180円 （△ 061）  
書出l■舌七  

184 千人   174 千人   164 千人  154 千人  144 千人   △10千人（△ 6．31）  

旧法適用かつ一般方式で暮定されている葛  
7 55 円   174317 円   166 270 円  166 284 円  167 883 円  1599円 （  101）  

里総社者♯  26 千人  
（迂）旧ま■用かつi年方式でT定される石の年金闊はスライドLていくのに対し、旧法を鳶用されかつ－や方式で■軍される零の年金欄は旧法の通年方式で■   
定される年金■がこの点を上回るまで．みなし従前鈷保■を遇用される看は、新法遺         ■共済年金の年金屯がこの輌を上回るまで、据えtかれた年     金鶴が支   
結きれることとなる。  

平成15年3月兼   平成川年3月夫   平成17年3月末   平成柑年3月兼  平成I9年3月末   前年欄との比較  
（■lび宰％）   

1（；0957 円   157888 円   153g43 円   152244 円  150075 円  △ 2169円 （△141）  
g7 千人  99 千人   101千人   103 千人  1朋 子人   1千杢1一＿＿．」∴A虻  

1糾．  428 円  182．32（i円   l了9．  564 円  179．5日 円  178．949 円   1「5す5【首▼く云 0．31）  
46 円   968了l円   88  899 円  83351円  了9003 円  △4348円 （△ 521i）  

△ 8千人（△1691）  
篇  0 千人    0千人 53．416円   0 千人   0 千人  ＿9－j±         tさl比例綽分  55．  435 円    購  ●● ・・   45，274 円  ヰ3．0（；g 円  △2．205円 （△ 491）  
定額部分   37．248 円       32．  191円  30．180 円  28．701円  △1，479円（△ 4．91）  
精  8．783 円   8  060 円  7．g48 円   了．897 円  7．233 円   △ 664円 （△ 8．11）  
00集（合計）   117155 円   112  810 円  1‖」55 円   109 207 円  10u58 円  仝と姐旦＿．．⊥A】＿旦：．旦．．姐【  

ま  2 千人  2 千人  2 千人  2 千人   2 千人   0千人（  9t〉l）  

糟桝比例部分   107．  182 円  105，  646 円      106．059 円  103，853 円  △2．206円 （△ 2．11）  
定点優分   825 円  6，011円      2，739 円  1．610 円  △1，129円 （△ 41．21）  

1148 円  953 円  647 円   409 円   295 円   △ ‖4門 （△ 2791）  
揮  
崩  t75  4了9 円  17100丁 円   ‖3  964 円  l】3 574 円  110805 円  △ 2 769円 （△ 241）  

4 千人  4 千人  3 千人  3 千人   3 千人   △ 0千人（△1341）  
女  糧il比例節分   10札  789 円  108  ．518 円      108，664 円  107，623 円  △1，041円 （△1，Ol）  
分  61．320 円   57．593 円      4．479 円  2．848 円  △1，631円（△ 36．41）  

4  8g6 円   608 円   431円   334 円   △ 97円 （△ 2251）  
基■年金■の推計鐘を加■した平均年金月ヰ  175  53丁 円  1了1．054 円   114  ．153 円  113．825 円  111．124 円  △ 2．701円 （△ 2．11）  

179  800 円  17了  576 円  1プ旦573 円   166610 円  川5464 円  △1146円（仝＿jニエ幾1  
み  4 千人  4 千人  す 4 千人   4 千人   △ 0千人（△ 841）  
な  108，  了51円  107  ．92了 円      106．465 円  106．363 円   △102円 （△ 0．11）  

し   ∃ 1‘．・   67．286 円   64．733 円       55．896 円  55．211円   △ 685円 （△ 1．21）  
扶  3  783 円  4  916 円   503 円  424g 円  3890 円  △ 359円 （△ 841）  
闘  0 円   17了．642 円   175．618 円   16（；．了81円  165．681円  △1100円 （△ 0．71）  
■  t77 0了2 円   一」ユL互旺＿＿里．  
捉  4千人  4 千人   0千丈 
絵  107，648 円   18．3 6    △ 2．231円 （△ 2．11）  
を   貴慮部分  64  ，550 円  62．7糾 円  60．181円  △2，603円（△ 4．11）  

268 円   ▲，9ヨ8円   △ 49円 （△13Ii）  
稗  0 円  0円   

さ  ．  

件  3 千人  3  4  云 
分  10了．725 円   tO7．了31円  108．161円   430円 （  0．41）  

毛   ヨ＝ 二・  66，453 円   64．550 円  62，626 円  △1．924円 （△ 3．Ol）  
を  ロ  700 円   699 円  2383 円   29さ5 円  2834 円   △151円 （△ 5．11）  
輸  0 円  0 円  0 円   175．343 円  6  △ ．      △ ．  

141  2gl円  138259 円   136096 円   1344了8 円  132 632 円  △1846円 （△ 141）  
三・i．  36 千人  39 千人  42 千人  45 千人   49 千人   3千人（  7．11）  

：・・■ 」h．  1＝  ，082 円  112469 円   画  ．562 円  111．10  白  
定■部分  26．157 円   24．856 円   23  ，699 円  22，525 円  21，321円  △1．204円 （△ 5．31）  
加1絵年会部分  円  円  835 円  了83 円   747 円  △ 36円 （△ 4．61）  

203579 円   200  ．Og3  一打■■富i汚■■‾■常【   ●●  ●  －－  194－ 4  …■‾‾云【了「948円（△†．Ol）  
△ 582円 （△ 0．31i）  

■絵拝著勧  朋 千人  暮■年金■の推計■を加暮した平均年金月■                               175600 円   174 026 円   173640 円   173 6了3 円  17蔓」旦91円                 42 千人   41千人   40 千人  38 千人  】一－－‾‾ 云1千人（△ 3，11）  
旧法■用かつ一触方式で■重されている毛  

115 585 円   112280 円   108208 円   104855 円  101588 円  △ 3 267円 （△ 311）  

受鎗It苓♯                   （注）旧法鵡用かつ■撃方式で暮定される苓の雫℡■はスライ「していくのに対し、旧法を適用されかつ一般方式で▼冒される看の年雪中はl自注の■年方式で▼   
定される年金縫がこの■を上回るまで、みなL従■曲傑■をi用される毛は、新法遼         ■共漬年金の年金犠   がこの■を上回る壬で．鋸え■かれた年金欄が史   
絵さ九ることとなるく  
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（2）退職年金受給権者（退年相当）の年齢構成  

年齢階級  

割 合  割 合  割 合   

歳以上  歳未満   千人   ％   千人   ％   千人   ％   

55   0．0   0．0   0．0   0．0   0．0   0．0   

55  60   0．8   0．2   0．1   0．1   0．9   0．2   

60  65   95．9   17．9   17．3   16．5   113．2   17．7   

65  70   105．2   19．了   1了．了   16．9   123．0   19．2   

70  75   119，4   22．3   20．6   19．8   140．0   21．9   

75  80   111．9   20．9   26．2   25」   138．1   21．6   

80  85   65．0   12．2   13．0   12．4   78．0   12．2   

85  90   25．0   4．7   5．9   5．7   30．9   4．8   

90  95   9．1   1．7   2．8   2．7   11．8   1．9   

95  100   2．1   0．4   0．8   0．7   2．8   0．4   

100   0．2   0．0   0．1   0．1   0．3   0．1   

合  計   534．6   100．0   104．4   100．0   639．1   100．0   

平均年齢   72．5   歳  73．5   歳  72．7   歳   

特記事項  

統計調査の方法   全数調査   
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（）組合員数・棚虐員 （1）≠貪員取・Ⅶ令員 年lい欄嘩欄  平   均年Iい禰拳報酬月  額の平均、I一筆報■l  月顔総額、棚準報酬  総臨書  

平成15年8月末  平成16年3月末  平成17年3月末  平成18年3月末  平成1！l年8月末   劇年鷹との比較  
（●び率 ％）   

千人   千人   千人   千人   千人   千人  
棚合▲数  ¶  1．102   し091   1．086   1，082   1．0了6   △  6   （ △ 0．59り  

905   894   885   878   8（；8   △  10  （ △1．1†り  
女 性   197   19る   201   204   208   4  （   2．2，り   

▲  ii ■  ■  
組合■の平均年齢  射     39，7  39．9  40，0  39．8  39．8  0．0  （   0．0†も）  

40．5   40．7   40．5   40．5   0．0  （   0．0ウり  
女 性  36．9   36．9   36．9   36．7   36．5   △    0．2   （ △0．5†り   

円  円  円  円  円  円  
鐸準報酬月鎮の平均  書†     406，373  402．646  406．543  408，832  409．598  766  （   0．2Iり  

415．251   419．494   42Z．162   423．633   1，471  （   0．3ウり  
女 性  349．385   345．620   349．516   351．414   351，080   △    334  （ △0．1％）  

平成11年虔   平成15年度   平成1も年度  平成t7年度   平成柑年度   萬年正との比強  
（●び雫 ％）   

t円   せ円   ■円   せ円   傷円   億円   
攫攣欄群月順総額  
（年度間累計）  54．065   52．860   52．582   52．733   52．631   △  102   （ △0．2，り   

■円   せ円   せ円   L・‥   儀円   ■円   
標準1与総頗  
（年度間集計）  18，228   18，135   17．921   1了．707   △    2川  （ △1．2ウり   

●円   億円   億円   せ円   億円   ≠円   
蠣華報酬総蠣く鮭報■ベース〉  

（年度間黒I†）  7l．088   70，717   70，654   70，337   △    317   （ △0．4％）   

千人   千人   千人   千人   千人   千人  
組合■数   ポ  1．103   l．092   1．085   1，0了9   1．075   △  5  （ △0．4％）   
（年度間平均）  男 性   905   894   884   875   8（；6   △  9  （ △1．0％）  

女 性   198   198   201   204   209   4   （   2．2，り   
標準鞠胡総額   円  円  円  円  円  円   

か  542．694  543．117  545．501  545．42g  △  72  （ △0．0†り   
の年度間平均  男 性  56l．494   562．794   565，562   566．738   1，176  （  0．2ウり   
（一人当たり月l舞）  女 性  457，875   456．725   459，458   456，922   △  2，536  （ △0＿6サり   

l
、
・
・
い
〓
リ
ー
、
山
〕
・
．
・
－
．
・
．
ヽ
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l
．
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り
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欄
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h
－
ト
・
・
一
．
h
、
 
 
「
 
 
 

■含■の平均年おは、財務、■生労■、♯済度事、  す生労■第二及び社会侵験暮■の魯魚合については働癒♯針■壬  
（2鋼抽出）、それ以外の絶合については全♯■暮による。ただし、平成17年3月末以職はすべて勤電統新鶴董による。  

蠣葬儀■総申〈総嶋酬ベース〉の年度¶薫欄lま男女別l＝は把■していないため、徽事績■鮭轟（総輪別ベース〉の年度間平牒  
（一人当たり月■）の男女舅は欄Ⅷ爛はに益づく鞭計♯を肘上。  

統 計 書 査 の 方 法  
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（2）組合長の分布  

○男女合計  
く ☆：千人〉   

加  入  期  間  〔（年以上）～（年末溝）〕  

年齢階級  

～5 ニ5′・一10    10～1515～20き20～2525～30   【   30～35 35～4040－  合 計   畜】含   
歳以上  歳未満  （％）   

15   ～  20  17．821  17．82  1．7   

20   ←    25  64．35  12．63  了6．99 7．1   

25   ～  30  55，5649．42  14．39   
1  

119．3611．1   
30   ～・  35  20．03  46．64  72．71  29．57  16臥9415．7   

35   －  40  10．0812．92  37．26   78．33 26．12   164、71 15．3   
40    ～  45  4．69 6．02  10．38  32・3969・4425・36  148．2813．8   

45 －  50  139．6213．0  

50 ～  55   119・9511・1   

55 ～ 60 60 ′・■ 65  1．071．07 0 9．1   

．360．36  ．；．」． 
65    ′－   0．08O．0十 0．05   ll   ll●   ll  0．21 0．42  0．51   1．49  0．1   

合  計   1了了，63133．26   n  144．02        ‖ 158．9113了．221131．35   u 101・1370・4022t49  1．076．41   
r割 去（％）  16．512．4  9．4†6．5 2．j  100．0   

平均年齢   3g．8 （歳）   

統計調査の方法  動態統計調査（2割抽出）結果に抽出倍率を乗じたものである。  
（全数による年齢分布が把握可能な細合については、年齢分布が全数と合致するよう補正。）   

○男 性  
（l：千人）   

加  入  期  間  〔（年以上）－（年未満）〕  

年齢俺＝緻  

～5              5～1010～1515～2020～25   30～35  35－40  40～  合 計     ‖  割 ム   
i以上  厳未満  （％）   

15    ～  20  15．74  15．74  1．8   

20    ～  25  43．06   11．09  54，151 6．2   
25    ～  30  34．17  82．90 9．6   

30   ～    35  13．53   L  

126．17し 14．5   

、 、  131．7415．2  

40 ■－  45   126・2314・5   
45   ～  ．   121．8114．0   

50 －  

55  
18・32  104・9412・1  

55 ～  38．61 n  9．7   
60   ■－  

5・35   1臥89 2．2   
65   ～   ．  1．40 j  O．2   

合  計   120．12   u 99・44川・48129・04118・12  116．77  89．95  62．69  山 20．55   n   868．18   
書l合 （％）  1台．8   n 11，5†12．814，913．6  1う二1  し10．4†  7．2  2．4   100．0   

平均年齢   40．5 （歳）   
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○女 性  
（単位：千人）  

加  入  期  間  〔（年以上）～（年未満）〕  

年齢階級  ト  

～55…10～15      15■－20  20一一25  25一－30       30～3535～4040～    合 計  創奮   

畿以上  ♯未満  （％）  

15 〈一  20  

1  

2．08 1．0   

20   ■－    25  21．30  1．55  22．84  11．0   

25′－30  36．4717．5  

35  

15．8  

5．45 15．50 5，3了  9．86  

1．57  
0．97  1．48 6．50  8．6 7．2 6．5  

0．83 0．17 0．01   0．01   1．2 0．0   

合計  

57．51  33．82   32．53 29．87  
「扇一盲一t瑚  9．2  7．0   5．4  

叫  
100．0  

平均年齢   36．5（歳）   

I． 

ー14一  

（3）鐸準報酬月額等級の分布  

等 扱  
割 合  割 合  割 合  

万円  千人   ％  千人  ％  千人  †も  
8  
4  
0  
8  

6  00  00    00   0  
0．1  0．  0  0  

2．4   0．  3  2  2.9 

0．8   0．  3  

2．1   0．  2  6  3  

13．8  9  

13．5   1．5  2  16  
11．9   1．■  3  14．6  
16．1   ．8  2.4 21．0  
20．0  3  28  ．g  
230  

23.0 

6  34‘；  

0  40  
29．0  9  45.5 
32．1  
34．9  6  

14  3t∋5  0  

39．0   4  13  ヱ  3  5  

52．8  6  15．2  3  

66．0  7  9  

67．4  7  8  

8   5  

70．3  5  

60．1  9  9  2  ．9   68．1  
47．6  5  3.7 ．8   5l  ．4  
35．3   ヱ  ．0   37，5  

0   9丁2  2  4.2 2▲0  101  ＿3   

合 計  868．2   100．0  208．2  100．0  1，076．4  100．0   

標準報酬月額の平均  423．633   円  351，080   円  409．598   円   

特 記 事 項  

統計講董の方法  全 数 調 壬   
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4．積立金の運用状況について  

○資産構成（平成柑年度末）   

区  分   金  籠   構 成 割 合  
】▼、  

醸価ベース     時価べ」ス   1折 「 【】画面禾ニス   
億円  億円   ％  ％  

流動資産  2，852  2，852   3．2  3．1   

現金・預金   l，186  1，186   1．3  一．3   

未収収益・未収金等   1，666  1，666   1．9  1．8   

固定集塵   85．293  89，318   96．8  96．9   

預託金   47．513  47．513   53．9  5l．5   

有価屈券等   30．885  34，910   35．1  37．9   

包括信託   30，885  34，910   35．1  37．9   

（委託運用）   1l，7－7  －5，109   13．3  16．4   

国内債券   3，549  3．527   4・0  3．8   

国内株式   4．‖）5  5，820   4＿7  6．3   

外国債帯   816  876   0．9  1．0   

外国株式   3．247  4，886   3．7  5．3   

（自家運用）   19．168  19．800   21．8  21．5   

国内債券   19．168  19，800   21．8  21．5   

不動産   1．958  1，958   2．2  2．1   

貸付金   4，938  4．938   5．6  5．4   

流動負債等   △ 8  △ 8   △  0，0  △  00   

合計（＝年度末積立金額）   ；；  ●  ■   100．0  100．0   

運 用 利 回 リ   3，02％  2．79％  

※時価評価の方法は、包括信託については年度末の市場価格、それ以外については簿価である。  

※有価証券等（委託・自書）については、すべて包括信託している。  

※有価証券軌＝ついて資産区分別の状況は、次のとおり。  

特記事項  国内債券 22，717億円（簿価）、23，327億円（時価）  

国内株式 4．105億円（簿価）、5．820億円（時価）  

外国債券  816億円（簿価）、 876億円（時価）  

外国株式3．247億円（簿価）、4、886億円（時価）  

（注）四捨五入の関係上、合計が一致しな                           い場合がある。   

－16－  

5．財政再計算における将来見通しとの比較   

（1）収支状況の比較  

収   入  支   出  

収支残  年度末 積立金  

保険料  基礎年金 交付金  運用収益  その他   書†   給付費  基礎年金 拠出金  その他  書十   

惜円   億円   億円   億円   億円   億円   億円   億円   憧円   億円   億円   
平成18年度  

実   績   10，333  1．552  2．607   7．029  21，521  16．686  4，210   67  20．963  558  88，137  

［時価ベース］  ［ 2．503］  ［ 21．435］   ［472］   【92162］  

将来見通し  

10．464  1，457  1，970   7，434  21．326  16，787  4，269   29  21．085   241   87．416   
（平成16年財政再計算）  

・1金上舅牽  ・壬用利回り  ・財政調整  
主 な 要 因  拠出金収入  

特 記 事 項  
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（2）組合員数及び受給者数の比較  

組合員敷       受給者数   退年相当   通過相当   障害年金   遺族年金   その他   

千人   千人   千人   千人   千人   千人   千人  

実  1，082   956   618   78   10   250   0  

績   1，076   980   624   89   10   257   0   

将来見通し  1，060   1，037   623   130   15   270  
（平成16年財政再計暮）  

主 な 要 因  

新規加入者数      新規裁定者劇  退年相当   遠退相当   障害年金   遺族年金   その他   

平成18年康  千人   千人   千人   千人   千人   千人   千人  

実 績  58   43   15   12   15   0   

将来見通し  38   67   25   25   17  
（平成川年財政再計事）  

主 な 要 因  

脱退者敢      失権看数   退年相当   通退相当   障害年金   遺族年金   その他   

平成18年度  千人   千人   千人   千人   千人   千人   千人  

実 績  63   28   18   8   0   

将来見通し  51   28   18   0   8  

（平成16年財政再針儀）  

主 な 要 因  

・脱退者数lま、動態統計視壬（5覇l抽出）編集に抽出倍率を乗じたものである。  

特‡己 事 項  

ー18－  

（3）財政指標の比較  

○年金扶養比率  

決算結果（実績）  

保険に係る  
年金扶養比率   年金扶養比率注3  ②  せ  

①   ①   － 
③  年度末老齢・退職  

×・・・・・・・・・・・・－・・－   保険者■紐  対前年  年金受給権者数   支出額注1  追加費用  
②   対前年伸び率     ②   ③－④  合員数  伸び率  （老齢・退年相当）   

千人   ％   千人  ％  
注  注2  注2   

億円   億H  
注2  

平成」4年度                     1．81 （1．85）  2．53 （2．60）  1，102  △0．7   610 （594）  l．5 （ 1．5）  18．636   5，326   
平成15年度  1．76 （1．81）  2．43 （2．49）  1，091  △1．0   620 （604）  1．6 （ 1．7）  18，914   5，187   
平成16年度  1．73 （1．77）  2．32 （2，38）  1，086  △0．5   629 （ 613）  1．5 （ 1．4）  19．242   4，918   
平成17年度  1．71 （1．75）  2．26 （2．32）  l．082  △0．4   633 （ 618）  仇6 （ 0．8）  19，254   4，702   
平成18年度  1．68 （1．73）  2．21 （2．26）  1，076  △0．5   639 （624）  0．9 （ 1＿0）  19，344   4，569  

注1支州額とは、r給付費＋塾礎年金拠出金一基礎年金交付金」のことである。   

注2：年金扶養比率、保険に係る年金扶養比率の（）内は∴年度末老齢・退職年金受給者数（老齢退年相当）を用いて算出したt｝のである。  
年度末老齢・退職年金受給権者数の（）内は年度末老齢・退職年金受給者数（老齢・過午相当）である。   

注3保険に係る年金扶養比率とは、制度発足前の恩給公務員期間等を引き継いだことによる影響を除いて保険制度としての年金扶養比率をみるため、年金扶養比率を、支出額から追加費用を控除した  
額の支肘掛こ対する割合で除した換算筐である。  

、ド成16年財政再計算結果  

保険に係る  
年金扶養比率  年金扶養比率   ①  ②  ③   ④  

①   － 
③  年度末老齢・退職  

X -- 保険者■組  対前年  年金受給者数   支出額注－  追加費用  
②   対前年伸び率     ②   ③－④  合員数  伸び率  （老齢・退年相当）  

千人   ％  千人  ％  億円  億円  
平成17年度  l．7／l  2．31  1，073  616  19332  4738  

平成18年度  1．70  2．22  1，060  △1．2   623   l．l   19，599   4，571   

平成19年度   1．65   2．11   1，048  △1．2   637   2．2   20，015   4，393   

、Iそ成20年度   1．59   2．01   1，036  △1．2   650   2．1   20，272   4，22：i   

Iと成2】年度   1．55   l，92   1，023  △l＿2   66l   1．7   20，朋9   4，088   

注 射11額とは、「給付費＋基J＃年金拠出金一基礎年金ま付金」のことである  
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【参考】年金扶養比率を補完する指標（年金種別費用率）  

年金種別費用率  年金種別費用率の総合費用率に対する構成割合  

老齢費用率   障害費用率   遺族費用率   老齢費用率   障害費用率   遺族費用率   

％  ％  ％  

平成】4隼度   〈14．5）   〈 0－1〉   〈 2．9 〉  65．4  0．7  13．0   

、I（成15年度   11．3  0＿1  2．3  6ノー．9   0．7   13．1   

〈15．1）  〈0．2）  〈ニ弓．1〉  

平成16年度  10＿R  0．1  2，2  63．1   0．6   1：う．0   

（1■1．5〉  〈0．1〉  〈3．0〉  

平成17年度  10．5  0．1  2．2  6：Z．6   0．6   1：ミ．4   

〈‖．0）  〈0．1〉  〈：∋，0〉  

平成18年度  11，1  0．1  2．5  63．3   0．6   1ノl．0   

〈卜1．9）  〈0．2〉  〈3．3〉  

汀、伽生1川渡以降は「総報酬ベースIJl数値であろ∩また、（〉内はl標準報酬〃勧ベース」t′）数植である「  

－20－  

○総合費用率  

決算結果（実績）  

総合費用率  ②   （∋   ⑤   ⑥  旦   ⑧  ⑪  

①一応）  実質的な支出  一    勺竺    物価  
×  

総額  ②   一⑦一⑧－⑨  給付費  基礎年金  その他  凶庫・  追加費用  基礎年金  ′  収入（注2）   

億円  億円  億円  億円  億円  億円  億円  億円  億円   ％   ％  
平成14年度  （22．1〉  13，332  く54，Oti5〉  16，852  ：－，719   22  1，372  5，326  l，9こぅ5  く△1．7〉  △0．9   

、ト成15年犀   17．4  13，768  71，088  40  1，433  5，187  1，833   △0，3   

（2：i．3〉  〈528f〕0〉   く△15〉  

平成16年ノ度   17．1  13．644  70，717  16，779  4，192   28  1，525  4，918  1，729  708  0．0   

（230〉  （52，5H2〉  く0．5〉   

、巨成17年度   16．7  1：i，41（】   70，65′1  16，693  1，201   31  1，589  4，702  1，640  1，172  0．2  △0．3   
（22ノl  〈52，733〉  〈0．3〉  

平成18年度  17．6  13，99ボ   70，337  31  1，622  4，5（う9  l，552   RO8   △0．0  0．3   

〈23．5〉  （52．6二！1〉   く0．2〉  

汗1：その他拠出金とは、「年金保   険者拠出金」「財政調整拠出金」のことである。   
注2二その他交付金等収入とは、】財政調整拠出金収入」のことである。  
注3：年齢構成の影響を除いた貸金上昇率である。  
江4：平成15年度以降はー総報酬ベース」（7）数値である＝また、く 〉内は「標準報酬月額ベーースJの数値である。  

平成16年財政再計算結果  

総合費用率   小   ②   ③   十   ⑤   ⑥   ⑧   ⑨   攣   鱒  
年上（◎  その他   その他  賃金  

②   ×100   実質的な支‖ ③廿④＋⑤ －（ぅー⑧－⑨  標準報酬 総額  給付費  基礎年金 拠Jけ金   拠出金 （注l）  同庫・ 公経済負担  追′加費用  基礎年ノ金 交付金   交付金等 収入（注2）   上昇率  物価 」＿昇率   

億‖  胎H  低目  億円  億円  億円  億円  億H  億円   ％   ％  
平成】7年度   16．5  13，182  70，460  16．67（）  4，223   28  1，560  4，73日  】，561  1，410   1．3   0．5   

平成18年度   17．l   1：i，7（う6  71，318  16，787  4，269   29  1，572  4，571  1，457  1，291   2．0   1＿2   
平成19年度   17＿5   14，23R  72．356  17，04（1  4，329   29  Ⅰ，5R9  4，393  1，360  】．413   2．3   1．5   

、n戊20年度   18．0   14，884  7こi，6】5  17，048  4，502   29  1，645  4，223  1，278  1，195   2．7   1．9   

平成21年度   18．1   15，ポ75  74，787  17，35fl  4，734   31  2，こうこう0  4，08H  1，201   957   2．1   1．0   

拝1：その他拠J  ＝金せは、「年金保険者拠出金」」財政調整拠とI    i金」のことである 
江2：その他交付金等収入とは、l財政調整拠出金収入」のことである。  
注3：「総報酬ベース」の数値である。  
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○厚生年金相当部分に係る総合費用率   

決算等の結果（実績推計）  

十  Q O 十  

①  ③＋④＋⑤   
－×100  

基礎年金  
／＼   

物価  
交付金  拠出金収 入（とt5）  L昇率 （i王6）  上昇率   

－（郵－⑥  （汀】）   （とI÷2）   

億円   億円   億円  億円  億円   
平成14年度   

億円   億円  億円  億円  ％  ％  
（20．5）  11．06R   （54．065）   15．5ノ11  3．719   22  1．364   4．918  1．935  く△1．7〉  △0．9   

半成15年贋   16．2  11．497   71．088  15，527  3，898   40  1，419   4，715  1，833   △0，3   
（217〉  〈52）  く△1．5〉  

平成16年度   15．9  11．231   70，717  15，426  4．192   28  1，520   641  0．0   
〈214〉  〈52582〉  く0．5〉  

平成17年度   15．5  10，944   70，654  15，331  4，201   31  1，584   4，333  1，640  1，062   0．2  △0－3   
（208〉  〈57〉  く0．3〉  

平成18年度   16．5  11，580   70，337  15，303  4．210   31  1．610   4，070  1，552  731   △0，0  0．3   
（22，0〉  （52月31〉  く0．2〉  

注1・職域部分を除いた給付費として、斬共済年金については年度如〕決定隼金額を剛、て、旧共済年金については一定割合を掛けることによって算用した額を計卜している。  

注2＝その他拠出金とは、l年金保険者拠出金」l財政調整拠出金※」のことであるレ（弊ここでは、2階部分に係る財政調整拠出金として、給付費按分で推計した額を計上している。）  

注3：ここで軋1楷・2暗部分の給付こ係る因＊・公経済負担額として、甜寸繭持分で推計した鋲を計上している。  

注4：ここでは、職域部分を除いた追加賛吊として、給付費按分で推計した額を計上している。  

注5：ここでは、2暗部分に係る財政稗整拠出金収入として、給付費按分で推計した馳を計上している。  

注6．咋齢構成の影響を除いた貸金上昇率である「  

注7 平成15年度以軌i庵報酬ペースーの数値である。また、（〉内は「抒準報酬月額ベースの数値である。   

平成16年財政再計算に基づいた推計値  

厚生年金相当部分 に係る総合用率  
費  虔）   ③  ⑤   （勤  ⑨    ⑪  

①   ③＋④＋（9   厚生年金相当  

－×100 ②  －⑥－⑧－⑨  
部分の給付費  基礎年金  その他  、甲庫●  基礎年金  財政調整  貸金  物価  

交付金  拠出金収 入（庄4）  上昇垂  ト昇率   

標準報酬総額                           （追加費用分除く） （注1）  拠出金  拠出金 （注2）  公経済負 

億円   億円   億円  億円  億円  億円  
平成17年度   

億円  億lり  ％  ー％  
Ⅰ5．3  10，769   70，460   10，932  4，223   28  1，551  1，561  1，301  1．3  0．5   

平成18年度   15．8   tl，293   7l，3t8   1l，184  4，269   29  1，564  l，457  1．1f汀  2．0  1．2   
平成19年度   16．2   11．696   72．356   11，554  4，329   29  1，581  1，360  1，275  2．3  1．5   
平成20年度   16．6   12，225   73，615   11，6t‡6  4，502   29  l，637  1，278  1，077  2．7  1．9   
平成21年度   16．6   12，445   74．787   12，065  4．734   31  2，322  1，201  861  2．1  l．0   

注1：厚生年金相当部分の給付＃（追加費用分除く）とは、追加費    用分を除いた給付♯から職域部分の給付費用   を除いた額と  して推計した額を計上している。   
注2その他拠出金とは、「年金保険者拠‖金」「財政調整相Ii金※」のことである。（※ここでは、2階部分に係る財政潤繁拠出金として、給付費按分で推計した額を計上している。）  

注3■ここでは、1階・2階部分の給付に係る国庫・公経済負担額として、給付費按分で推計した額を計上している【  

注4．ここでは、2階部分に係る財政薦塾拠出金収入として、給付費按分で推計した額を計上している。  

托5・「総報静lペース」の数鰭である【  
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○独自給付費用率  

決算結果（実績）  

鱒  ④  ⑩  

③十④十⑥  
基礎年金 拠出金  その他  Ⅶ  国庫・   そあ砲  物価  

②   
実質的な支出                     交付金等       ①－－（ヨー⑤   ×100   標準報酬  給付費  基礎年金           追加費用  基礎年金   賃金       」㊧ 

－⑨－⑩   
負担分除く）   

収入（注2）   

億円   億円  億円  億円  億円  億円   億円  億円  億円  億円  ％   ％  
平成14年度  く17．5 〉  13，332  〈54，065〉  16，852  3．719  2，479   22   1．372  5，326  1，935  く△1．7〉  △0．9   

平成15年露   13．7  13，768  71，088  40  1，433  5，1f汀  l，833   △0．3   

〈184〉  （5’   く△1．5〉  

平成16年度   13．2  13，644   708  
〈177〉  〈52，582〉  〈0．5〉  

平成17年度   12．9  13，410  70，654  31   1．589  4，702  1，640  1，172   仇2  △0．3   
（172〉  52．733〉  く0．3〉  

平成18年度   13．7  13，998  70．337  31   1，622  4，569  1，552  808   △0．0  
（18．4〉  （52．631〉   く0．2〉   

注1ニその他拠出金とは、一年金保険者拠出金」「財政調整拠出金」のことである。   
注2ニその他交付金等収入とは、「財政調整拠出金収入」のことである。  
注3：年齢構成の影響を除いた貸金上昇率である。  
托4：平成15年度以降は「総報酬ベース」の数値である。また、（〉内は「標準報酬月額ベース」の数値である。  

平成16年財政再計算結果  

独自給付費用率  

①－⑦－（9   ×  実質的な支川   標準報酬   
00   ③  

基礎年金  基礎年金 拠出金  その他  国庫・   

②   －（診－－（9一⑩   給付費           追加費用  基礎年金  その他  賃金  物価  
億円   億円  億円  億円  億円  億円   億円  億円  億円  億円  ％   ％  

平成17年度   12．6  13，182  70，460  16，670  4，223  2，769   28  1，560  4．738  1．56l  l，440  1．3  仇5   
平成18年度   13．2   13，766  7l，318  16．787  4，269  2．799   29  1，572  4．57l  1．457  l，291  2．0  l，2   
平成19年度   13．6   14，238  72，356  17．046  4，329  2，839   29  1，589  4．393  1，360  1，413  2．3  1．5   
平成20年度   14．0   14，884   73，615  17，048  4，502  2，952   29  1，645  4，223  1，278  1，195  2．7  1．9   
平成21年度   14．8   15，875   74，787  17，356  4，734  2，490   31  2，330  4．088  1，201  957  2．1  1．0   

注1ニその他拠出金とは、一年金保険者拠出金」r財政調整拠出金」のことである。   
注2：その他交付金等収入とは、「財政調整拠出金収入」のことである。  
注3．「総報酬ベース」の数値であるハ  
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（つノ草生咋金納、当部分に係る独11給イ寸費用率  

決語等の結果（実績推計）  

厚／L年金柑、－1瓢り）に る独用ヰ  田   ②   ④   ④   ㌫1  

係n給付費  
（¢   G〕   ㊦   ⑨  ⑲  廊  ⑫  

十  ③十④＋¢：  職域細分  
基礎年金 拠出金                  －－・lり‥   √（針Q  標準報酬   を除いた  基礎年金   その他  国雄・ ′＼経済頁甘  職域部分を除い た発乍ペースの  躾礎年金  財政調靡 拠冊金収  賃金   

†慧   総額   
ー（和一⑨⑲  物価         給付拷 rr【l〕  拠出金  l固峰・公経済 萬Itl分除く）  拠出金 〔注2）  Jヽ （汀：－）  追加費用（狛、〉  交村金  ＝‖ 入 購5）  上界／千二 け†（；ノ  L享卜率   

億Ill   健Itj   健ll】  健H  億Il】  億lり  億lII   瞼l」】  億ll】  億llj  ％   ％  
平成14叶度   く15．9 〉                            8．58日  く54．065〉  】5．544   22  l．364  4．918  l．935  く△1．7：）  △0．9   

平成15年度   】2，5  8，89f亨   71．ORR  Ⅰ5，527  3，R98  2，599   4（1  1，419   4．715  1，汚33   △0．3   

〈  〉  くこ  く△l．5ヽ  

、lて成16年二度   1l，9  8，444   了0．717  15，426  4，192  2，787   28  1，52（1   641   ノ㌧n．4  
〈】61  〈こ2‘8つ〉  く0．b〉  

平成17年度   11．6  封，21（）   70，郁1  】5，331  1、201  2，72S   1，584   4，：‡33  ＝細1  1，062   0．2  △0．3   
／1「6＼  〈∴2J  く0．、‡ノ  

平成18年度   1二三、6  ボ．R74   TO，3こ17  15，こ！t13  4，2川  2，707   封  l，61（）   4，0了0  l．552  731   △0．り  
〈1b一り〉  〈5ニZ．6：jl〉  ＼り．2〉   

r璽1職域乱分を除いた給付費とし∴新桂済年金にン凡＼ては牛囁未げ）決せ年金額を用いて、旧娃済年金に一几、てり十一定割合を鰍†ることによノ）て智出した顛を計l二している 

r12 そ〝）他拠出金とは、r年金保険ホ‘拠川金」r財政薦整拠出金率」Jにトロ▲を〉る．（顎ここで（L2階純分に係る財政調幣拠出金とし（、給付費接分で推計した窮を計上している．）  

ri3 二こでは、l階・2階部分の給付卜係ろ国摩■クモ経済負担額とlて、給付費接分で推計しと葡を計トトている 

注1ニニー円ま、職域払う）を除いた追加費用として、給付費持分で推計した鴇を封上lている、  

注5ニこでは、2階部分に係る財政ポ惣拠出金収入として、給付費按分で推計した捗を計卜している、  

けバ 隼齢構成の影響を除いた賃金上卑ヰである．  

辻7 平IJt15年度以降は「総報酬ベーース」の数値でぁるLま「一、く）ハは樗準郁酬円挿ヘー1」の敦横Pある，   

平成沌牛財政再針眉に基づいた推計仙  
厚生年金相，1部イ）に  
係る独自給付費用率  け）   （†）   ③   亘1   （耳   ㈲   （手  ⑨  （珍  ㈲  ⑫  

（D   厚生年金相、1  
③＋④＋¢） ／盲「斥  書票準報酬   部分の給付費  基礎年金  基礎年金 拠出金  その他  国鮭・ ノ＼  基礎隼金  財政調整  賃金  物価  

②   ー⑨（綺   総額  （追加費用分隙く） （rit  拠出金  （国師・公椒済 負担分除く）  拠出金 けtコ）  公経済萬担  けt31  
交付金  拠出金収 入（汀4）  上昇率  上昇率   

億円   佑円   億円  億円  億円  億円   億円  億円  億円  ％  宰、  
、n成17隼度   ll．4  8，000  70，▲ltっ0   10，932  4，223  2，7f19   2月  1，551  1．561  l．：iOl  1．こ‡  0．5   
平成1H年度   11．9   H，′i！拍  71．31ト‡   11，1トく4  √1，2日リ  2．79り   2！）  l，5f】4  1，457  1，】67  2．0  1．2   
平成1‡）年度   12．2   8．858  1’2，：i56   11．554  4，329  2，H39   29  t，581  】，36（）  1，275  23  15   
、lく戒20年度   1二三，6   9，274  73．615   11，686  －1，502  2，952   29  1，637  1，278  1，077  2．7  1．9   
、1そゎ王21年度   1ニミ．：－   9，蝋5  丁・1，7パ7   12，0（15  4，7：j4  2，‘190   2，二弓22  1，201  捌り  2．1  1．U   

汀1二蝉乍年金柑  当部分の給イ・r讐（追加曹用分除く）とは、追ノ郡費用分を除いた絵†寸脅から職域部分J」給付費耶を除いた顔と卜〔推計lノた額を計Hている【   

注2 そげ他拠出金とけ、l年金保険者拠出金」【財政謂無拠出金童」√）▼とで鳥ノて、、一散こ‾では、2階部分に係る財政調製拠出金として、給一寸脅持分P推計した額を計⊥Lrいる。〕  

洋二‡：ニこでIi、1階・2帝都分げ）給付l’係る国庫上州経済負担欄として、給付費結う）で推言1した加を封1している‘  

澤4ニこでは、2暗部分に探る財政ポ整拠＝金収入とlて、拾†r費持分で推引lた鋲を計ト⊥ている 
7Ⅰ′5「総報酬ベース」（／）教官であろ，  

－24－  

○収支比率  

決算結果（実績）  

収支比率   ②   ③   ④  ⑤   ⑥   ⑧   ⑨   ⑩  鱒  ㊨  ⑬  
実質的な支出  同庫・  その他  

貸金  

往）－（9  ×100 恒）＋塗珍   ②＋③＋④ ⑥一⑦一⑧  給付費  基礎年金 拠出金  その他 拠出金 （汀1）   公経済 負担  追ノ加費用  基礎年金 交付金   交†ナノ金等 収入（注2）  保険料 収入  連用収入   l二昇率 （ざt3）  物触 上昇率  運用 利1日川   

億円  億円  億円  億円  槍門  億円  億円  億円  ％  ％   ％．  
平成14年度  lニミ．332  l（ミ，R52  ：l，719   22  1，372  5，こ126  l．935  10．1：！0  2，169  ／へ什9  2．45  
［時価ベース］  く△1＿7〉  ［2．05」  

平成15年度  13，7亡〉8  16，849  ：i，H9とく   40  1，4こi3  5，187  1，83こう  2，35と；  2．68  

【時価ベース］  く△1．5〉  【3．R4］  
平成16年度   13．644  1（）、779  4、192   70R   2．35  

［時価ベーース］  ［2，291］  「2．65］  
平成17年度  13，410  16，㈹3  4，201   l，589  4，7U2  1，640  1，172  lU，290   2，423   
［時価ベース］   r4，647］  ［5．36］  
、ド成18勺二度  13，99R  16，6ぺ6  ・1，210   1，62：Z  4，569  l，552  808  】0，333   2，607  0．3   3．02  

【時価ベース］   ［2．5（〕3］   ［2．79］   

注1：その他拠出金とは、「年金   保＝険者拠出金」  「財政調整  拠出金」のことである。   
注2：そJ）他交付金等収入とは、「財政調整拠出金収入」のことである。  
注二】・年齢構成の影響を除いた賃金上汁率である「平成16年度以降はー総報酬ペース」の数値である。また、〈 〉内は「標準報酬月額ベース」の数値である。  

I｛成16勺二財政再計算結果  

収支比率   ①   ②   ③   ④   ⑤   ⑥   ⑦   ⑨   ⑩  ⑪  ⑫  ⑬  

実質的な支出  その他  その他  

（力一薫）  ×100 ⑨＋⑲   ②＋③＋④ －⑥⑦－⑧  給付辛  基礎年金 拠出金   拠出金 （注】）  国庫・ 公経済 負担  追加費川  基礎年金 交付金   交付金等 収入（注2）  保険料 収入  運用収入  賃金 ⊥昇率  物価 上昇率  運用 利回り   

佑門  億円  億円  億円  億円  億円  億円  億円  億円  億円   ％   ％   ％  
、ド成17年度  100．0  13，182  16，670  4，223   28  】，560  4，738  1，561  1，440  10，2ノ19  1，372  1．3  0．5   1．6   

、ト成一8年度  98．l   1：∋，766  16，7とi7  4．2（〕9   29  】，572  4，571  1，457  1，291  10，4（；4  1，970  2．0  1＋」  2．3   
平成19年度  97．8   14．2ニi8  】7，0・1（）  1，329   29  1，589  4，393  1，360  1，413  10，7（〕8  2，230  2．：！  1．5  2．6   

平成2〔）年度  97．6   14，884  17，04R  4．5〔）2   29  1，645  4，223  】，27R  】，195  tO，9RR  2，5日O  2．7  l．9  二う．0   

平成21年度  り6．6   15，R75  17Ji56  4，7：り   ：‖  2，3：ミ0  4，Uf‡H  t，201  †）57  11，25R  2，7fう6  2．1   3．2   

注1二その他拠出金とは、「隼金保険者拠出金」「財政調整拠州金」のことである。  
注2・その他交付金等収入とは、r財政調整拠粗金収入」のことである 
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○積立比率  

決算結果（実績）  

積立比率  ①   ②   ⑦  ③      ⑥  ⑲  団   ⑫  

塵壷  物価  連用  
（彰一⑤   ⑨  央質的な支由  給付費  基礎年金  その他  国庫・  追加費用  基礎年金    前年度末           ②＋（卦＋④ －⑥－⑦－（妙   拠出金  拠出金 （注1）  公経済負担   交付金  交付金等 収入（注2）  積立金  】二昇平 （注3）  卜昇率  利回り   

億円  億lT】  億円  億円   億円  億円  億l勺  億ll】  ％  ％   ％  
平成14年度  13，332  16，852  3，719   22   1，372  5，326  1．935  86，500  △0．9  2．45  

［時価ベース］  く△1．7〉  ［2．05］  

平成15年度  13，768  16，849  3，898   40   1，433  5，187  1，833  86，747  2．68  

［時価ベース］   く△1．5〉  ［384］  

平成16年度  7．2   13，644  16，779  4，192   28   708   0．0  2．35   

［時価ヘス］  ［88，175］  【2．65］  

平成17年度  13，410  16，693  4，201   31   1，589  4，702  1，640  1，172   87，034  
［時価ベース］   ［88564］   ［536］   

平成18年度  13，998  16，686  4，210   3l   1．622  4．569  l，552  808  87，580  0．3  3．02  

「時価ベース1   「91，690］   「2．791   

注1：その他拠出金とは、「年金保険者拠出金」「財政調整拠出金」のことである。  
注2：その他交付金等収入とは、「財政調整拠出金収入」のことである。  
注3：年齢構成の影響を除いた貸金上昇率であるn、ド成16年度以降は「総報酬ベース」の数値である。また、〈 〉内は「標準報酬月額ベース」の数値である。  

平成16年財政再計算結果  

⑫  

その他  
運用  

－⑥一項）－（勤   
⑨  実質的な支出 ②＋③＋④   給付費  基礎年金  その他 拠Ⅲ金 （江l）  国庫・   収入（注2）   

億円  億円  億円  億円   億刊  億円  億円  億円  億円   ％   ％   ％  
平成17年度  7．5  13，182  16，670  4，223   28   1，560  4，738  1，561  1，440  87，175  1．3   0．5   1．6   

平成18年度  7．1   13，766  16，787  4，269   29   1，572  4，571  1，457  1，291  87，175  2．0   1．2   2．3   

平成19年度  6．9   14，238  17，046  4，329   29   1，589  4，393  1，360  1，413  87，416  2．3   1．5   2．6   

平成20年度  6．6   14，884  17．048  4，502   29   1，645  4，223  1，278  1，195  87，705  2．7   1．9   3．0   

平成21年度  6．5   15，875  17，35（；  4，734   3l   乙330  4，088  】．201   957  88，034  2．ユ   】．0   3，2   

注1：その他拠出金とは、l年金保険者拠出金」「財政調     整拠出金」のことである。   

注2：その他交付金等収入とは、「財政調整拠出金収入」のことである。  
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